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宗教と調和主義

参照：魂の五つの地図、調和主義と伝統、ダルマ、ロゴス、虚無、絶対者。



宗教は、人類最大の謎であり、最も深刻な結果をもたらす制度の一つである。それは同時に、人類の最も深い知識を保存し、歴史上最悪の残虐行為を行う能力を有している。魂を超越的現実に開き、同時にそれを真理から閉ざし、同じ教義のテキストから聖者と狂信者を生み出す能力を有している。調和主義と宗教の関係を理解するには、両方の現実を同時に保ち続けなければならない。宗教が保存し達成してきたもの本当の美しさと、宗教がいかなる構造的危険を内包しているかの両方である。


保存の容器

世界の偉大な宗教は、霊的知識の源ではない——それを発明したという意味ではない。それは容器である。何千年にもわたって、これらの宗教は現実の構造と人間の内部に関する本当の発見を保持し、伝達してきた——別の形では失われていたであろう発見である。

魂の五つの地図は宗教的容器の中から生まれた。インド的なヴェーダ・ヨーガ伝統は、チャクラシステムの詳細な地図とクンダリーニ上昇の技術を保存した。中国の道教は、本質、エネルギー、精神の三宝の錬金術を符号化し、ハーブ医学と統合させた。その洗練さは現代世界が生み出したいかなるものにも匹敵するほどである。アンデス・ケロー・シャーマニズムは、光の身体の理解と、それを浄化するヒーリング技術を維持した。宗教的感性の中で機能するギリシャ哲学は、理性的調査を通じて三部構成の魂を地図化した。アブラハム主義の神秘主義の三つの枝——スーフィズム、カバラ、キリスト教観想——はそれぞれ、魂の微妙な中枢を発見し、それらと直接仕事をするための規律を発見した。

これらの伝統はこの知識を発明しなかった。それらは発見し、その後保存したのである。今日のクリヤ・ヨーガの実践者は、Mahavatar Babaji、Lahiri Mahasaya、Sri Yukteswar、Paramahansa Yogananda に至る系統の上に立つ——意識がいかに体を通じて動くか、呼吸がいかにプラナの動きを制御するか、脊椎がいかに物質と精神の間の梯子であるかについての経験的理解の途絶えない伝承。その伝承は宗教的形式で保持されたために生き残った。グル、マントラ、儀式、コミュニティ、誓約である。宗教を取り除けば、知識は散逸するか消滅したであろう。

同じパターンはすべての伝統を通じて繰り返される。中国の漢方医学の天才——五千年の薬学、本当に優れたハーブで三宝を栄養補給する——は道教の宗教実践に織り込まれたために生き残った。光の刻印とイルミネーション・プロセスについてのアンデス的理解は、ケロー・シャーマンによって山で保持され、宗教的秘密と共同体的伝承によって保護されたために生き残った。カバラの十のセフィロトと個々の経路は、ユダヤ神秘主義の宗教的規律に符号化されたため、ディアスポラを通じて生き残った。スーフィズムはイスラム教の一神教の内的次元を運んだ。スーフィ道が単なる哲学的立場ではなく、生きられた宗教的形態だったからである。

宗教的実践そのもの——祈り、断食、巡礼、儀式、共同体的集会——は霊的発展のための本当の容器を創造する。これらは霊的仕事に付加された装飾ではない。それらは不可欠なテクノロジーである。意図をもって遂行された儀式は場を創造する。断食は特定の神経学的かつエネルギー的経路を開く。聖地への巡礼は、純粋な理論では達成できない何かを実行者に具体化させる。共に実践するコミュニティは集合的一貫性を生成し、個人の能力を増幅する。これらのテクノロジーは、それらが機能するため、宗教的容器の中で何世紀にもわたって改善された。現代の実践者で「組織宗教」に懐疑的だが瞑想に興味がある者は、次を考えるべきである。瞑想はどこから来たのか？インターネットからではない。仏教の寺院から、ヒンドゥー教のアシュラムから、スーフィ集会の輪から、キリスト教の修道院から来たのである。テクノロジーは宗教的形式の中で培養された。それを創造し保存した形式を拒否しながら、テクノロジーを継承することは、果実を木と誤認することである。

その最善の形では、宗教は個人を自分自身より大きな何かに結びつける。大聖堂に立つ経験、典礼に参加する経験、聖なる聖歌を歌う経験、何世紀にもわたるコミュニティの一部である感覚——これらは意識における本当の転移を生成する。それらは超越の感覚を創造する。それらは人をロゴスに方向づける。それを哲学的に命名する必要なく。モスクで祈る女性、ロザリオを唱える男性、教会に座る子ども——各自は何かが本当であることに触れている。たとえそれが正確に何であるかを明確に述べることができなくても。宗教は、その扉を開くときに成功する。



危険な反転

しかし、知識を保存した同じ容器は、無数の事例と文脈の中で、投獄の道具となった。真理を含む構造は教義の容器となった。超越を可能にした形式は、それへの障害となった。これは悪意を通じて起こらなかった——悪意はしばしばその機会を利用したが。それは宗教がそれらの保存機能に成功しすぎたために起こった。何世代にもわたって、容器は内容よりも重要になり、儀式は啓示よりも質問するのが難しくなった。

根本的な誤りは教義的字義主義である——地図と領土、形式とそれが指す現実の混同。聖典が真理への指し示しとしてではなく、真理そのものの字義的宣言として接近されるとき、思考は停止する。地図は固定される。質問は冒涜になる。象徴が伝えることを意図した無限の現実は、ページ上の有限の言葉に圧縮される。

これはアブラハム主義の字義主義に最も明確に見える。コーランは戦争捕虜の奴隷化、背教者の処刑、女性の従属を命じる一節を含んでいる。旧約聖書は大量殺戮を犯す、冒涜者を石打ちにする、同性愛者を処刑する戒律を含んでいる。新約聖書の特定部分は、妻が夫に従い、奴隷が主人に従うべきことについての一節を含んでいる。これらは曖昧ではない——それらは明確なテキストである。神の字義的で絶対に誤らない言葉ではなく、古代の宗教文学として、特定の歴史的文脈の中に本当の智慧を符号化したものとして、これらの聖典の根本主義的読解は直接的にかつ論理的に暴力へ導く。十字軍は根本主義的であった。宗教裁判は根本主義的であった。ジハード主義のテロは根本主義的である。ヒンドゥー共同主義、仏教民族主義、キリスト教白人至上主義——すべては根本主義的である。聖典は最終的真理として扱われ、競合する解釈は異端であり、別の本に従う者は抑圧されるか破壊されなければならない。

すべての宗教伝統は外的な教えと内的な教えを含んでいる。外的な教えは外側の教え——物語、ルール、道徳規範——準備ができていない人たち、最も深い仕事の準備がまだ整っていない人たちのために設計されている。内的な教えは内側の教え——直接経験、エネルギー仕事、意識の変容——それに従うための準備と献身を持つ者に利用可能である。インドの伝統のヴェーダは儀式ヴェーダ（外的）とウパニシャッドの教え（内的）の両方を有している。イスラム教はシャリーア（外的）とスーフィズム（内的）の両方を有している。カバラは内的な層で機能し、外的なユダヤ人読者が決して見ないトーラの意味をデコード化している。キリスト教は修道主義と神秘主義をその内的な核として有しており、制度的キリスト教が外的な機能を果たしている。

大惨事は、内的なものが抑圧され、外的なものだけが生き残るときに起こる。制度的宗教は聖典の解釈に対する独占的権威を主張する。神秘的核は地下に駆りやられるか殺される。超越の生きた経験は教義への遵守に置き換わる。変容のためのテクノロジーであったものは、従うべきルールの集合となる。魂は教義に硬化する。

これはコンスタンティヌス後の最初の数世紀にキリスト教に起こった。ニケア公会議が教義を結晶化させ、制度的教会を確立した。内的なキリスト教神秘主義は生き残った——修道院の伝統の中で、マイスター・エックハルトの神-魂合一に、ヘシュハストの心への下降に——しかし、それは周辺的となり、しばしば疑わしく、時には制度的基準に従って異端的となった。ほとんどのキリスト教徒は自分たちの宗教を霊的変容の生きた道としてではなく、信条への遵守と祭司によって投与される秘跡の遵守として理解するようになった。

イスラム教の制度的成長は同様のパターンに従った。スーフィ教団——直接経験の内的なイスラム教の道、ナフス（自己）の浄化と心の照明——はシャリーア（イスラム法）が制度的支配を取るにつれて、イスラム教の文明内で次第に周辺化された。ルーミー、ハーフィズ、ラービア・アル・アダウィーヤなど、イスラム教の最も偉大な人物たちを生み出した神秘的道は、多くの文脈では正統性からの疑わしい逸脱となった。

ヒンドゥー教の制度的宗教性は寺院礼拝、ヴェーダ儀式、カースト制度に焦点を当てるようになり、最も深いヨーガの教えはアシュラムのアスケテのみに利用可能になった。ウパニシャッドの不二論的ビジョンはアドヴァイタ・ヴェダンタで保存されたが、通常の実践者にはほぼアクセス不可能であった。民衆的ヒンドゥー教は献身的かつ儀式的になった。

仏教さえも、直接経験のブッダの教え——聖典的権威ではなく——として始まった内的な規律であったが、教えを教義に硬化させた制度的形式を発展させた。大乗仏教の菩薩の増殖と浄土神学は、元の道の外的化を表している。

結果として、すべての伝統を通じて、内的な核の生きた挑戦なしに、外的な殻が硬化する。ルールは石灰化する。信念は発見されるのではなく継承される。地図が領土と非常に徹底的に混同されるため、誰かが実際の領土を指しているときさえ、彼らは非正統的として却下される。



宗教的暴力は論理的帰結

宗教的暴力は宗教に付随的なものでもなく、少数の過激派の仕事でもない。それは地図を領土として扱い、人間の解釈を神の真理として扱うことの予測可能な帰結である。

キリスト教根本主義者が聖書は神の字義的で絶対に誤らない言葉だと信じており、別のキリスト教徒が同じ聖書を読んで異なる解釈に到達するとき、彼らのうちの一人は単なる間違いではなく危険なほど間違っていなければならない——神は矛盾されることはできないからである。論理的終点は強制である。彼らに正しく読むよう強制し、彼らを除外し、または彼らを殺す。十字軍と宗教裁判はその前提から自然に流れた。

イスラム教徒がコーランはムハンマドに口述された神の字義的な言葉だと信じており、別のイスラム教徒が同じテキストを異なる方法で解釈するとき——特に法律と統治に関しては——差異は単なる学問的ではなく神学的になる。スンニ派-シーア派分裂、イスラム教の宗派主義、ジハード主義のイデオロギー。すべては二つのグループが同じ聖典を主張するが異なる方法で解釈し、各自他方を偽物と見なす根本主義的紛争である。解決不可能な紛争を解決する唯一の方法として暴力が続く。

ヒンドゥー民族主義がヒンドゥー教文明は独自に聖であり、イスラム教徒またはキリスト教徒は聖地を占拠していると主張するとき、その主張はヒンドゥー教のテキストの根本主義的読解に根ざしている。他の真理主張に優る神聖な真理として。インド分割以来インドでの共同体暴力はこの前提によって駆動されている。

非暴力と思いやりを教える仏教さえも、修道院が制度的権力になり、根本主義的教義が防衛されるときに残虐行為を行った。ミャンマーのロヒンギャ・ムスリムに対する仏教徒の暴力は、仏教のテキストと修道院のアイデンティティに埋め込まれたナショナリストの物語に根ざしている。

すべての場合における共通分母は根本主義である。聖典の特定の人間的解釈は最終的で異議を唱えられない真理であり、それに異議を唱える者は単なる間違いではなく邪悪で、異端的で、異教徒だという主張。その前提が受け入れられたら、暴力は逸脱ではなく、信仰の忠実な表現となる。



制度的腐敗

字義主義の罠を超えて、別の体系的危険がある。宗教制度を権力、富、統制の道具へ変換することである。

バチカンは莫大な富と政治的権力を蓄積し、主として霊的伝達のためではなく、制度的自己保存のためにそれを使用した。中世の教会は免罪符を売った——字義的に罪の赦し、お金のためにマーケットされた。サウジアラビアの聖職者体制はイスラム法を使用して国家権力を統合し、異議を抑制する。アメリカのメガチャーチは何十億ドルも蓄積しながら、その指導者はマンションに住み、繁栄の福音を説く——富を神聖な祝福と同等視する。ダライ・ラマ制度は、チベット仏教の部分では、霊的伝達よりも政治的権威に関心を持つようになった。

これらは付随的腐敗ではない。これらはすべての成功した宗教制度が直面する構造的誘惑である。権力は蓄積される。富は権力に従う。制度を統制する者は、制度の原始的目的より制度の保存を価値あるものにするようになる。機械構造は目的そのものになる。制度に異議を唱える預言的声は周辺化される。改革者は除外される。制度の権限に異議を唱える内的教えは危険になり、抑圧される。

このパターンは制度化の論理に従うため、すべての伝統と世紀を通じて繰り返される。真正な霊的教えは、その実現が学生に直ちに明白である生きたマスターから始まる。しかし、マスターは死ぬ。教えを保存するために、それは書き留められ、儀式化され、マスターの存在なしで伝達可能にされなければならない。これは祭司制を創造する——テキストと儀式の保有者。祭司制は資源と組織を必要とする。組織は彼ら自身の生存への関心を発展させる。すぐに、「この信念は真実か？」という質問は「この信念に異議を唱えることは制度を弱めるか？」に置き換わり、その後「異議を唱える者を処罰するか？」に置き換わる。



調和主義的立場

調和主義は宗教を拒絶しない。それは宗教が保存し達成したものを敬意を持って扱う。地図は宗教的容器なしには失われたであろう。変容のテクノロジーは、何世紀にもわたってそれらを維持した宗教的献身なしには開発されたであろうと決してなかった。

しかし、調和主義は正確な意味で脱宗教的である。それは生きた核——地図上の知識、実践テクノロジー、倫理的智慧——を抽出し、もはやそれに奉仕しない殻から分離した。その結果は調和主義であり、宗教が発見したすべての有効なものを保存する枠組みであるが、宗教的字義主義、排他性、制度的権力に組み込まれた危険を永続させない。

調和主義的中核的立場は以下の通りである。直接経験は聖典を超越する。領土は本当である。地図は暫定的である。エネルギー体の個人的経験が聖典が主張することと矛盾するとき、経験は証拠であり、テキストは——いかに古く尊敬されていても——人間の文書である。教えの生きた伝承が変容を生み出すとき、その変容は教えを検証する。制度的権威が伝承をブロックするか、権力のために歪めるとき、制度は障害になり、超越されなければならない。

これは聖典や伝統に対する敵意ではない——それは主権である。調和主義はロゴス、伝統が発見した現実の固有の秩序を敬意を持って扱う。それはこれらの伝統が改善した最高のテクノロジーを採択する——インドのヨーガからの瞑想とプラナヤマ、中国医学からの薬草学、五つのすべての地図を通じて収束するエネルギー体建築。それは倫理的整列の上に立つ。すべての伝統が自分たちの言葉で命名したもの——調和主義がダルマと呼ぶもの。

しかし、それはテキストを絶対不変として保有していない。それはいかなる制度にも頭を下げない。それは信念を強制しない。それは他者にその伝統を放棄することを要求しない。もしそれらの伝統が彼らの霊的目覚めに奉仕するなら。唯一の要求は宇宙が行う要求と同じである。現実と整列する。何が実際に真実であるかを見る。何が実際に本当であるかを経験する。すべての調和が春から出てくるロゴスに従って行動する。

宗教の危険——字義主義、制度的捕虜、外的なものが内的なものを窒息させること——はまさに調和主義を必要とする理由である。最終的な真理であると主張する置き換えとしてではなく、宗教的容器から生きた知識を抽出し、その知識が硬化した制度的構造の外で実践、検証、伝承されることを可能にする枠組みとして。

人間の霊的発展の未来は、過去の宗教を擁護することや、それらを完全に拒絶することの中にはない。それは、彼らが保存したものを敬意を持って扱い、その制限によって投獄されることを拒否する能力の中にある。それはすべての主張、すべての制度、すべての伝統に尋ねる主権の中にある。これは人間の存在とロゴスの整列に奉仕しているか？これは直接経験への扉を開くか？これは誠実さと臨在を持って生きる能力を強化するか？イエスならば、それを保持する。ノーならば、それを手放す。

それが調和主義的な道である。
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